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日本優 生運動史年表 (戦前編)
一障害者の教育 ･福祉との関連で-


















◆印-教育 ･障害者教育関係 ◇印-社会事業 ･障害者福祉関係
3.年表の右側に文献欄を設け､主要な優生学図書の著者名 ･書名を記入した｡
西暦(元号)印 事 項 主要優生学文献
1884年(明治27) 高橋義雄『日本人種改良論』*序文は､福沢諭吉
1903年(明治36)◇ 5.ll-13 第1回全国慈善大会(於.大阪)
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西暦(元号)印 事 項 主要優生学文献
1909年(明治42) ll.24 ダーウィン生誕百周年紀念会(於.東京帝国大学)
1910年(明治43)◇ 5.21-23 第2回全国慈善大会(於.大阪) 海野幸徳『日本人種改造論』
1911年 ★8.26 米国スタンフォード大学総長ジヨルダン博士来日､各 津田順次郎『民種改善模範夫婦』
(明治44) 地の講演で社会改善の方策として民種改善論を主張 海野幸徳『興国策としての人種改造』











1916年 ★6.27 内務省に保健衛生調査会設置 ゴルトン著/原口鶴子訳『天才の遺伝』
(大正5) 7.22 保健衛生調査会第3回本会議において永井潜｢ユーゼ 斉藤茂三郎『優生学-人類の遺伝
ニックス｣を調査事項とすることを提起→不採用 と社会の進化-』
ll10 会誌｢日本育種学会会報｣創刊(第1巻第1号発行)







1918年 ★5.- 会誌｢日本育種学会会報｣第1巻第2号発行 外山亀太郎『遺伝の実験』
(大正7)★秋頃(?) ｢大日本優生会会報｣第2号発行
★ll.- 大日本優生会､文部省主催の家庭博覧会(於.教育博物館)に｢人の性質の遺伝｣に関する表.実例図を出品12 - に顧問部を新設､これを婦女新聞社内に
置くo婦女新聞社長福島四郎の貞子夫人が担当
1919年 ★2.20 大日本優生会理事会開催､総会延期等を決定o 五島清太郎『生物学と優生学』




7 河西駒書 朝鮮銀行員となり､朝鮮へo★7.30 ｢大日本優生会会報｣第3号発行 7.15現在会員数92名
★10.4 婦女新聞社主催､第2回結婚問題講演会開催(参加者:1600名)
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6月 ｢ 育種学 ｣発展的に解消して｢日本遺伝学会｣設立
(1921年5月より機関誌｢遺伝学雑誌｣刊行)
1921年 ☆◇ 9.22-28 第2回万国優生学会議開催(於.ニューヨーク) 瀧本二郎『社会労働問題と産児制限論』
(大正10) *日本より高山潔､箕浦恩愛の2人が参加
ll4 7 6 全 社会事業大会(於.大阪)












1926年 ☆ 第5回優生学団体国際連盟会議開催(於.パリ) 池田林儀『通俗応用優生学講話』
(大正15)★9月頃 池田林儀､日本優生運動協会の設立を構想 高田義一郎『優良児を儲ける研究』
★◇ll.- 池田林儀､｢優生運動｣を創刊-5巻1号(1930.1)で廃刊_ 池田林儀『優生学的社会改造運動』122-4 第1回全国児童保護事業会議(於.東京) 応用優生学と妊娠調節




1928年(昭和3)★5.1-21 民族衛生展覧会開催(於.日赤本社参考館) 山内繁雄｢生物と優生学｣(場合文化大系挿収)見波定吉唱伝傾 .胎教.保育～母の為めに』佐谷有害編『小児科及優生学』(下巻ll9 9 精神 本赤十字社)
1929年 ☆ 9.- 法政大学児童研究所設立 池田林儀｢遺伝と優生学｣(塚庭科学大系(第十三滴収)(昭和4) 27-29 第7回優生学団体国際連盟会議開催(於.ローマ) ポぺノー､ジョンソン著/原澄次訳嘱用優生判
*日本より阿部文夫出席 曙峻義等『産児調節論』
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ll 0 第2回日本民族衛生学会学術大会開催(東京帝大) 寺尾新『優生学と生物測定学
ll.21 内務省社会局に人口問題研究会を設立 田中義麿『生物環境学』
12.16 日本学術振興会設立 川上埋-『優生学と遺伝病学』




































◇★10.22 日本精神薄弱児愛護協会設立(創立総会開催) 会長.石井亮一(第2回総会より正式就任)ll- 内務省､保健衛生調査会に民族優生に関する特別委貝 設置

































1937年 ◇ 1.20 ｢愛護｣第1巻第2.3号発行 レオナード.ダーウイシ著/斉藤




･ 4.3 姉 御 衛 生 協会第1回研究会 *鈴相太臥 喜田正春ら報告→｢楕補 生 ｣第11号掲載
413 第6回日本民族衛生協会学術大 開 (東北帝大)◆5.- 教育科学研究会発足★5.13-15 第6回中部日本 社会事業大会の協 議事項で石順 が 断翫 制 定の建 議を提出､可決
★◇5.25-27 第8回全国方面委員大会開催-内務.大蔵宛建議の中で断種法の制定を要求6.4 第一次近衛文麿内閣発足613 石井亮一(滝乃川学園園長)死去
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1938年 ◇ 1.11 厚生省発足 粛池甚-『断種問題小論』古屋芳雄 民族生物学』



















































☆◆8.23-30第7回国際優生学会(於.スコットランド/エジンバラ)8.25 厚生省に人口問題研究所設置(第1.2回人口問題全国協議会の建議による)9 0 教育科学研究会機関誌｢教育科学研究｣創刊★9.22 家系調査委員協議会開催(於.警視庁)★9.30 優生結婚座談会(民族衛生研究会主催 於.厚生省)★10.7 国民体力審議会に｢国民体力管理制度案要綱｣と｢民族衛生制度案要綱｣を諮問◇10.12-14 第4回全国児童保護事業大会(東京)
10.25 学振の理事会において､民族科学に関する特別委員会の









★12.27 国民体力審議会において｢国民体力管理制度案要綱｣と｢民族衛生制度案要綱｣を修正の上決定-法案化- 三木安正｢酒精の紳二及財影響の実射｣を｢民族組 第7巻第4号に発衣(学齢費用による)
1940年◆1.9 特殊教育研究特別委員会開催(久保寺､喜田正春他) 厚生省予防局『各国優生関係法令』『国民優生ニ関スル法律案(昭和15) 1.15 補助学級教育の実際問題に関する座談会開催
◆ 1.19 特殊教育問題に関する座談会開催
1.25 厚生科学研究会発足 ノ帝国議会こ於ケル審議ノ経過』厚生省予防局『国民優生法概説池見猛『断種の理論と国民優生
227 教科研.精神薄弱児研究部 第-回会合をもつ★3.8 ｢国民優生法案｣を閣議決定､3.12に第75帝国議会衆議院に上程










◆ 7.22 第二次近衛内閣成立-8.1基本国策要綱を閣議決定.発表8 1-4 帝都教育会主催､精神薄弱児童教育講習会(於.神田)
◆ 8.4-9 第2回全国教育科学研究協議会開催














1941年 ★1.22第二次近衛文麿内閣､人口政策確立要綱発表 青木延春『体力向上と優生断種』(昭和16) 4.2 大政翼賛会改組(有馬頼寧事務局長ら辞職)4.8企画院事件 (体力向上講座第二巻)4月 厚生省内に､国民優生聯盟が設置される
★4.24 国民優生聯盟主催､国民優生に関する大講演会開催(於.東京神田区一ツ橋講堂) 藤本直『断種法』1-7.25 生活科学研究会(後の国民生活協会)主催の生活科



















1942年 ★3.27-28 第11回日本民族衛生協会学術大会開催(東大) Fルドルフ著/橋本文夫訳『ナチ







1943年 ◇★3.11 財団法人精神厚生会発足(事務所.厚生省衛生局内) 附田鎮慶『民族優生学』
(昭和18) 4.8 愛護協会｢愛護通信｣(謄写版)を発行
8.24 第16回人口問題同攻者会合(人口疎開問題) *城戸.三木出席
10 第12回日本民族衛生協会学術大会開催(厚生省研究所)
10.24 日本精神薄弱児愛護協会第6回総会開催(白川学園)
1944年◆昭和19年度国民生活学院附設保健婦養成所(厚生科)の学科目
(昭和19) 中に｢民族衛生｣(川上埋-担当)が開講
1945年◆昭和20年度国民生活学院附設保健婦養成所(厚生科)の学科目
(付記) 本年表は､2003年度科学研究費補助金 (基盤研究(C)(2)課題番号14510300)の成果の一部
である｡
